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 豪州準備銀行（RBA）は、12月1日に開催した金融
政策決定会合で、政策金利のキャッシュレート及び3年
国債の利回り目標を0.10％に据え置きました。11月会
合において政策金利の引き下げ、量的緩和（QE）の
追加導入といった大規模追加緩和を実施していたことも
あり、今回は様子見姿勢を維持との見方が大勢でした。

 声明文は、足元の予想を上回る国内経済統計に触れ
つつも依然慎重なトーンを保っており、先月同様「少なくと
も今後3年は政策金利の引き上げを予想しない」、「必
要に応じてさらなる手段を準備する」旨が示されました。

2020年12月 1日 最新 オーストラリアマーケット動向（2020/12/1）
2020年11月10日 アジア・オセアニアのリート市場は米大統領選を通過し反発

2020年12月2日

豪ドルは当面堅調な推移（2020年12月）
政策金利を0.10％に据え置き

豪ドルはリスクをにらみながらも堅調な推移

（注）消費者物価指数は2013年1-3月期～2020年7-9月期。
消費者物価指数は異常値をつけた項目を除外したトリム平均
値。政策金利は2013年3月31日～2020年12月1日。

（出所）オーストラリア連邦統計局（ABS）のデータを基に三井
住友DSアセットマネジメント作成雇用、小売は堅調

10月統計は経済回復基調を示す

 豪州では、引き続き新型コロナ感染拡大が収束しつつある状況です。ビクトリア州など主要州で11月下旬よ
り州境閉鎖措置が段階的に解除されるなど、経済活動制限が緩和に向かっています。足元、豪州と中国の
通商関係に対する懸念が高まっている点などには注意が必要ですが、国内外経済の緩やかな回復や、財政
政策への期待感などを背景として、豪ドルは当面堅調な推移を辿ると予想されます。

【豪ドル円レートと豪日金利差】

【消費者物価指数と政策金利】豪州中銀は政策金利据え置き
国内統計改善も慎重さ維持

 10月の雇用統計は就業者数が前月差＋17.9万人と
市場予想（同▲3.0万人）を上回り、9月（同
▲4.3万人）から増加に転じました。失業率は7.0％
（9月6.9％）とわずかに上昇しましたが、労働参加率
が65.8％（9月64.9％）へ大きく上昇しており、総じて
みると雇用環境の緩やかな回復が窺われる内容でした。

 また、10月の小売売上高（速報値）も前月比
＋1.6％と9月（同▲1.5％）の落ち込みから大幅に回
復し、市場予想（同＋0.7％）も大きく上回る結果と
なりました。前年比でも＋7.3％と9月（同＋5.6％）
の伸びから加速しています。

（注）データは2018年1月1日～2020年12月1日。
豪日金利差は3年国債利回りの差。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news201110as.html
https://www.smam-jp.com/documents/www/market/report/lastweek/asia_oceania2020/aumarket201201.pdf
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